
体外衝撃波疼痛治療術による踵骨骨折

症例 34歳 男性

職業 歯科医師

主訴 左踵骨足底部の強い痛み、左外脛骨部痛

経過 数ヶ月前より左足部に痛みがあり、関節リウマチの
疑いで採血検査を受けたが、抗CCP抗体・RF・ANA
等は陰性であった。リウマチ専門医の受診を勧められ
当クリニックを紹介され受診された。

診察所見：足趾・足関節の腫脹や疼痛は認めない。
疼痛部位は、外脛骨部と踵骨足底部であった。
特に、足底の痛みが強く、接地できないため
つま先で歩行している。

レントゲン所見：明らかな骨折部は認めない。
MRI所見： 踵骨足底に疲労骨折所見を認めた。

※ MRI所見を説明したところ、接骨院で足底に
体外衝撃波を受けてから、痛みが強くなったとの
説明があった。
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